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1 職員の採用計画と配置状況   (略)





























































































































































































2 評価と公表の在り方 及び 3 評価のフィー
ドバックのしくみと改善
センターの運営費が少ないこと,教員の診
療 ・相談 0雑務 (自己点検を含む)などの業
務が増えていることは前述 したとおりである。
このうえ,公表のための費用と時間を費やし,
その効果がはたしてどの程度期待できるか,
問題が多い。Ⅶ-6にも記 したように,実現
困難なことを表面を糊塗 して記述することに
どれほど意義があるのだろうか。
3 その他
センターの自己点検委員会は,委員が学内
の教員で構成されているとはいえ,一種の外
部評価に近いものと考える。 したがって,他
学部,事務局のそれに比 して,厳 しい点検評
価が期待できる。 しか し,一方では学部選出
の委員にレクチャーする必要上,予めセンター
教員が草案を作成 しなければならない。この
ことは,Ⅷの2, 3に記 したことともあいまっ
て,セ ンターの自己点検評価の在り方につい
て再考を促すものである。
Ⅸ その他委員会が必要と認める事項
◎ センターの広報活動
現在,広報誌 「ほけかん」を年 4回発行し
ている。これは学生の自由な投稿を求めてい
て,学生の評判はよい。教職員の中にも次号
を心待ちにしているという意見が寄せられて
いる。
学内出版物 (「学園ニュース」「学報」など)
にも執筆を求められることが多 く, これが広
報の役割を果たしている。
ホームページは,現在,全学の広報委員会
と歩みをともにしており,近い将来,内容を
充実させる予定でる。
むしろ,問題はセンターに関する学部等の
教職員の知識不足である。たとえば,職員の
健康診断がセンターの仕事だと思い込み,い
きなり苦情を寄せてきたり,上水道の管理の
苦情を寄せてきたり, といったことが少なく
ない。そうした誤解による,苦情をなくすよ
う学部選出のセンター運営委員の活動に期待
したいものである。
X 提 言
以上の自己点検の結果を,実のあるものにす
るために以下の提言を行いたい。
センターの置かれている状況は,学生数が増
加する一方,スタッフ数は据え置かれたままで
ある。それに加え,近年センターの運営費が減
額され,健康診断すら満足に行えなくなるほど
であった。これは胸部X線検査費用を学部に負
担 してもらうことで,一時的に凌 ぐことができ
た。 しかし一方では,昨今の大学を取り巻く状
況から,将来に向けてセンターの健康診断を含
む総合的な保健管理やカウンセリング等の機能
の充実がいっそう求められるようになるであろ
う。心身の健康が護 られなければ,勉学 ・研究
の意欲は瓦解喪失 し,「本学の教育と研究の理
念 ・目標」(平成 5年2月12日評議会了承)に
うたう高邁な理念 ・目標は空念仏に終わってし
まうであろう。 したがってセンターの組織 ・機
能の充実は社会の要請であり,それがひいては
大学全体の利益に直結 しているのである。今後
は大学構成員がそのことを理解 し,物心両面か
らセンターの活動を支援できる体制を構築 しな
ければならない。
この点検評価報告を通 じて,セ ンターの業務
の重要さに関する認識が深まり,セ ンターの充
実が大学それ自体の利益であることに大学構成
員の多 くが気づくことを期待 したい。
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